
【１０月１１日（月）後期始業式の話】

全校のみなさん、おはようございます。今日から後期が始まりました。

そして、今日は初めて Google meetを使って、リモートの朝礼を行っています。長い間
放送だけの朝礼でしたが、タブレットの使い方にも少し慣れてきたので、チャレンジする

ことになり、先週は先生方と何度も練習をして今日を迎えました。

今、後期児童会役員と学級委員の認証を行いました。画面を通して認証状を渡したこと

を伝えることができ、うれしく思います。with コロナの時期ですが、草平小学校のリー
ダーとして、みんなで知恵を出し合って、工夫して児童会活動に取り組み、今よりもさら

に笑顔あふれる草平小学校を作ってくれることを期待します。そして、前期の児童会役員

の皆さん、お疲れ様でした。これからは、ぜひオブザーバーとして新しい児童会への協力

をお願いします。

さて、金曜日に通知表を持って帰りました。お家の方は何と言われていたでしょうか。

◎や〇、△の数にこだわるのではなく、通知表をもらったことで、さらに伸ばすべき自分

の良いところや、克服するべき苦手なポイントがはっきりしたのですから、後期の学習に

生かして頑張りましょう。

また、学級づくりに向けて、もう一度各クラスで、「どんなクラスにしたいのか」「その

ためには何をしなければならないのか」を、しっかりと話し合ってスタートしましょう。

少し難しいお話をします。先生は、みなさんに、「自分から」「主体的に」行動できるよ

うになって欲しいと思っています。みなさんの中には、「お父さんやお母さんに言われた

から」「先生がやりなさいと言ったから」「友達もやっているから」という理由で、何とな

く行動している人が結構いるのではないでしょうか？

そういう人は、もし失敗した時には、「お父さんやお母さんが言ったから」「先生がやり

なさいと言ったから」「友達がやっていたから」と全て人のせいにしてしまうと思います。

しかし、そのような考え方では、いつまでも成長はできないと思います。なぜなら、自

分の人生は、自分の足で歩いていかなければならず、その責任は自分が背負うからです。

ですから、「自分が気付いて」「自分で考えて」「自分が判断して」「そして行動に移す」

ことができる人になってほしいのです。

それができるようになれば、もし失敗したとしても「自分で判断してやったこと」なの

で、冷静に振り返って「何がいけなかったのか」「どうすればよかったのか」を考え、次

同じ失敗をすることが少なくなると思います。失敗は、決して恥ずかしいことではありま

せん。次への成長の第一歩です。一番恥ずかしいことは、それを人のせいにすることです。

そう思えるようになるためにも、「他の人」を軸にするのではなく、「自分」を軸にして

考え、判断して行動できる人になりましょう。

新しい一週間が始まります。運動会に向けての練習も、そろそろ本格的になってきまし

た。熱中症に気を付けて、元気に頑張りましょう！

先生のお話を終わります。


